
 

     

 

  

                                               

 

 

  

 

  

  

 

 

春の光に包まれ、新しい一年が始まりました。本校は今年、創立 151 年目を迎えます。150 年の歴史を

大切に受け継ぎながら、新たな一歩を踏み出す一年がスタートしました。 

さて、今、子どもたちを取り巻く社会の中で、気になることがあります。「不登校の増加」と「子どもの自殺

の増加」です。 一見、同じように見えるこの２つですが、実は全く異なる側面を持っています。 

不登校の子どもたちは、「学校に行かない」という意思表示をした子どもたちとも言えます。もちろん様々

な背景がありますが、自分の状態を何らかの形で表しているとも捉えられます。一方で、深く心を閉ざしてし

まう子どもたちは、むしろ毎日学校に通い、「よい子」として周囲の期待に応え続けてきた子どもたちの中に

もいます。 「こうするのが普通」 「みんなと同じがよい」 そんな価値観の中で、自分の気持ちよりも「正解」

を選び続けてきた子どもほど、ある時、自分が何者なのか分からなくなってしまうことがあります。 

だからこそ、私たちは考えました。 これからの時代に必要なのは、 ただ正しく答える力ではなく、自分で

考え、選び、決める力 ではないか、と。 

本校では今年度より、全校で取り組む単元内自由進度学習（自分で学びを選ぶ）、２学年合同のみらい

学習（地域とつながり、自分の問いをもつ）、学年部での学び（多様な仲間と関わる）といった新しい取り組

みを進めてまいります。 これらはすべて、子どもたちが「自分で生きる力」を育てるための挑戦です。 

 

ある子どもが、こんなことをつぶやきました。 「本当はこうしたいけど、間違っていたらどうしよう…」 

また、別の子は、 「みんなと違うことを言うのは、ちょっとこわい」と話してくれました。 

  子どもたちの中には、 まだ言葉になっていない思いや、本当はこうしたいという気持ちが、確かに存在し

ています。しかし、それを出せるかどうかは、周りの関わり方に大きく左右されます。 

だからこそ、教師の関わりも変えていきます。 「すごいね」「よくできたね」と評価するだけでなく、 「なぜ

そう思ったの？」 「その考えはどこからきたのかな？」 と問いかけ、子ども自身が「自分を知る」対話を大切

にしていきます。「管理・指導」から「伴走」への転換です。 

 

今年度、本校が目指す子ども像は、「一歩上の自分を創り出す子」です。こ

こでいう「一歩上」とは、誰かと比べて優れているという意味ではありません。

昨日の自分より少しだけ前に進むこと。自分で考え、自分で選び、自分で決め

ること。その積み重ねの中で、子どもたちは少しずつ「自分らしさ」を形づくって

いきます。 

 しかし、その一歩は、最初から言葉になっているとは限りません。むしろ、迷い

や不安の中にこそ、その子らしい「芽」が隠れてることが多いものです。 

  そして私は、こう考えています。子どもたちの中にある「まだ言葉になっていない思い」を、 一緒に見つけ

ていく一年にしていきたい。子どもたち一人一人が、自分の人生のハンドルを握り、「自分で創り出す一歩」

を歩んでいけるように。地域・保護者の皆様とともに、その歩みを支え、教職員一同、心を込めて教育活動に

取り組んでまいります。本年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

妙高市立斐太北小学校 
令和８年４月２４日   
TEL 0255-72-2629 

 

一歩上の自分へ― みんなが主役の学びの一年に ― 
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新年度の主な変更点について                                 

令和 8年 2月 26日に保護者に説明し、学校運営協議会でもご承認いただきまし 

た。ご不明な点やご意見、ご要望などについては、いつでもお問い合わせください。 

 

○これまで学年ごとに行っていた学びの一部を、「低・中・高学年のまとまり」で行います。 

  みらい学習、道徳、音楽、図工、体育、1，2年生の外国語活動、給食や係活動は学年部で。 

○朝活動は学年部の大切な時間としての位置付け。子どもに委ねながら、意味のある経験の蓄積を。 

○体育大会を 5月 23日（土）に開催します。 

○地域・保護者の方が気軽に学校に来てもらえるように、参観可能な活動時間と場所を提示。 

○5月 14日（木）に芸術鑑賞教室を開き、斐太北小体育館で、東京アカデミック管弦楽団による 

木管五重奏を味わいます。妙高出身者の clarinet奏者！保護者・地域の方もぜひお越しください。 

○低学年の水泳授業は、水夢ランドを利用して実施。期間を集中して実施。バスで移動します。 

○9月 10日（木）午後、人権教育・同和教育の公開授業を、人権擁護委員とコラボして構想。 

○9月の下旬から 3週間、2月上旬から 3週間、全校で、単元内自由進度学習に取り組みます。 

  「自分で選び、自分で進める」学びの形を、先進校や東京学芸大学の佐野先生と連携しながら実践。 

○10月はみらい学習充実期としての位置付け。PTC活動ではなくみらい学習の一環の親子活動へ。 

○フレンドミッション（CS等と連携した縦割り班の遠足）は 10月 29日（木）に実施します。 

○年間授業時数や校時表を見直し、児童の主体的な学びと教職員の協働と研修の時間を確保。 

  月曜日は給食後 14:05全校下校。金曜日は 60分間のロング昼休み。 

○選択制 PTA活動始動。「できる人が できるときに できることを 無理せず 楽しく！」 

○地域学校協働本部の立ち上げに伴い、地域連携強化と地域への還元をねらう学びの創造。 

○教職員の働き方改善のために、業務量管理・健康確保措置実施計画を立てて推進。 

 

 

 

 

   

 【確認】昨年度から継続していくこと                                 

■使っていない備品の処分と公費で準備する教材・教具の検討。保護者負担軽減へ。 

■欠席連絡、ESDだより、かわら版、保健だより、給食だより等は tetoru配信。 

■自家用車での児童の送迎は、縦列駐車で一方通行。祖父母の方にも共有してください。 

■７：３０～１８：００以外の時間は、留守番電話対応。緊急時は妙高市教育委員会へ７４－００３７ 

     新しい挑戦は、完成形ではなく育てていくものです。保護者・地域の皆様、教職員とともに、    

   子どもたちの未来にとって最善の形を続けていきましょう。                  

 

 

●下線：参観可能活動 体育大会全体練習もぜひ！ 

1日（金）交通安全教室 AM 

12日（火）避難訓練（地震・火災）煙体験ＡＭ 

13日（水）体育大会全体練習①ＡＭ 

          １～6年内科検診  

14日（木）芸術鑑賞教室 13:50～１４：３０ 

1，4年生心臓検診ＡＭ 尿検査 

15日（金）体育大会全体練習②AM 

 

18日（月）上越教育大学観察実習～22日 

19日（火）体育大会全体練習③AM 

20日（水）体育大会予行練習 AM 

22日（金）5，6年体育大会前日準備 PM 

23日（土）体育大会 ８：３０～開会式 ～１１：２０ 

24日（日）体育大会予備日 

25日（月）振替休業日 

26日（火）職員研修のため 5限放課 

28日（木）プール清掃 （児童・PTA） 

 


